
 

          ◇ 氏 家 裕 治 君 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員、登壇を願います。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家でございます。通告に従って質問をさせていただきたいと

思います。 

 まず、２項目７点にわたって町長に質問させていただきたいと思います。 

 １、住み続けられるまちづくりと公共施設等の整備について。 

 （１）、高齢者や障がい者の方々が安心して住み続けられるまちづくりについて。 

 ①、緊急通報システムの運用の改訂に向けた進捗状況を伺います。 

 ②、認知症における徘徊対策の現状を伺います。 

 この２点については、追跡の質問になりますので、それに対してのお答えをいただければと

思います。 

 （２）、町道整備について、部分補修された箇所が多く振動など通行に支障を来していること

から、段差解消に努めるべきと考えるが見解を伺います。 

 （３）、各公民館及び児童館等の備品の更新状況について伺います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

          〔町長 大塩英男君登壇〕 

〇町長（大塩英男君） 「住み続けられるまちづくりと公共施設等の整備」についてのご質問

であります。 

 １項目めの「高齢者や障がい者の方々が安心して住み続けられるまちづくり」についてであ

ります。 

 １点目の「緊急通報システムの運用の改訂に向けた進捗状況」についてでありますが、緊急

通報システムの設置要綱を対象者拡大の方向で令和６年４月の改正に向け、見直し作業を進め

ております。 

 ２点目の「認知症における徘徊対策の現状」についてでありますが、今年度、認知症高齢者

等ＳＯＳネットワーク事業の見直しを行い、認知症高齢者の徘徊の捜索時に関係機関との連絡

が円滑に行えるよう、情報発信や事前登録及び緊急連絡の体制を構築いたしました。 

 また、認知症の中が加入される個人賠償責任保険の保険料に対する助成を今年度より開始い

たしました。 

 このほかＧＰＳ貸出事業を継続して行い、令和６年度には徘徊高齢者捜索模擬訓練を実施し、

捜索態勢の強化につながる、効果的な通信技術の活用についても検討してまいります。 

 ２項目めの「町道における部分補修された箇所の段差解消」についてであります。 

 経年劣化や凍害損傷など、部分補修の繰り返された路面の改善については、全面的な舗装改

修が必要であるとともに事業費も高額となります。 

 このため、交通量や生活道路としての優先性、緊急性など総合的な判断とともに、町道舗装

補修計画による事業の進捗を図り、改善に努める必要があると考えております。 

 ３項目めの「各公民館及び児童館等の備品の更新状況」についてであります。 



 

 公民館や児童館等の各公共施設においては、それぞれの機能を果たすために必要な設備や備

品を配置しているところであります。 

 しかしながら、施設の老朽化とともに、設備や備品においても経年劣化が見られる場合もあ

ることから、各施設管理者における日常点検において、故障や不具合等がある場合は、適宜、

修繕や更新を行っております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） 氏家です。町長から答弁のありました緊急通報システムの運用の改定

に向けた進捗状況についてでありますが、令和６年４月の改正に向け、見直し作業を進めてい

るという段階であります。この一番大きな要綱の改定の中身について、もし今ここでお話しで

きる部分がありましたら、お知らせいただきたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 緊急通報システムの要綱の改正についてご答弁させていた

だきます。 

 こちらは、我々はいま一度緊急通報システムの在り方についていろいろ議論を重ねてまいり

ました。議員からも、ご質問をいただいて、これまでずっといろいろ見直し作業を進めてまい

ったのですが、まずは対象を高齢者に限定しておりましたが、これは障がいをお持ちの方につ

いても対象とすべきということで今我々としては考えております。それと、大きく今まで心疾

患、脳血管疾患ということで疾患を限定しておりましたが、そこの拡大を図りまして、例えば

意識を喪失されるような発作性の疾患をお持ちの方とか、そういった部分を拡大する方向で考

えております。それから、介護保険法に基づく要介護の認定者の方、こちらの一部についても

対象にするということで考えております。あと、高齢者世帯以外に、若い同居家族がいらっし

ゃる場合でも、就労等で実質的独居といいますか、高齢者のみになる方についても対象とする

方向で今要綱の見直しを進めております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。そこまでやっと進んだかなと思います。ぜひ令和６

年の４月にこの改正に向けた見直しを進めていただければと思います。今まで限られた高齢者

の方々、特定疾患を持った方々しか使えなかったこのシステムが一人でも多くの高齢者の方々

の不安解消につなげる一つの大きなアイテムになると思いますので、そこについてはこれで完

全というわけではないのです。これでは完全ではないですけれども、一歩前進の安心、安全に

つながる政策につながると思いますので、ぜひこういったことをうまく利用して、今後また使

ってみて、広げてみて課題等々もまた見つかるかもしれません。そういったことについて、後

ほどというか、この議会が終わった後でもまた議論させていただきたいと思います。 

 それでは、２点目の認知症における徘回対策の現状、これも前から山本課長といろいろな議

論をさせていただきましたけれども、まずは認知症高齢者の徘回の捜索時に関係機関との連絡

が円滑に行えるよう、情報発信や事前登録及び緊急連絡の体制を構築いたしましたということ



 

であります。令和６年度に徘回高齢者の捜索模擬訓練を実施するとあります。これは、町民参

加型の模擬訓練だと思ってよろしいのでしょうか。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） 徘回模擬訓練のお話になりますが、これまで実は今年度に

おいていろいろ通信事業者と議論を重ねて、通信機器を利用した模擬訓練を実施することで打

合せを進めてまいりました。ただ、時期的に冬場にかかりますので、令和６年度の春先に実施

しようと考えております。それで、そちらにつきましては何段階か、最初は例えば認知症のグ

ループホームの事業者の方と我々のＳＯＳのネットワークに参加いただいている事業者の方等

も参加いただいて、まずは模擬訓練をし、さらにまた同じ年度内に町民の方。多分課題とかが

いろいろ出てくると思います。個人情報の取扱いですとか、そこの解決をしていきながら、い

ずれにしても町民の方に広げられるように模擬訓練についても検討を進めてまいりたいと考え

ております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。この徘回の模擬訓練については、例えば町民から希

望を取ってモニター的に参加をしていただくということも私はいいのではないかなと思ってい

るのです。ということは、もう２年前になりますか、徘回されて亡くなられた方がいらっしゃ

いました。そのときも、捜してほしいと言われても、施設に通われていて、その担当者の介護

職員の方々はその方の名前といいますか、顔や何かも分かってはいらっしゃるのですけれども、

それ以外の町民の方はなかなかそれが分からない中で捜さなければいけない。どこに行ったか

も分からないという、そういった状況がありました。 

 今回は、例えばスマートフォンだとかアイフォーンのアプリをきっと使うのでしょう。使っ

た中で、そういった模擬訓練に私もちょっと参加してみたい、私も何か手伝うことができれば

というような人を募集をかけてもいいから、そういった一つのきっかけづくりにまずしていけ

ないものなのかなと考えます。それが２度目、３度目の模擬訓練の大きな成果にもつながって

いくと思いますし、課題の抽出もそういった面では町民参加によるいろいろな活動の中での抽

出になりますから、より具体的に今後の進め方としてはよろしいのではないのかと思いますが、

いかがでしょうか。 

〇議長（小西秀延君） 山本高齢者介護課長。 

〇高齢者介護課長（山本康正君） ご提言いただいたモニター的に町民の方を募集してご参加

いただくということについては、貴重なご意見として今後の模擬訓練の在り方について検討す

る中で考えていきたいと思っております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。それでは次に、町道における部分補修された箇所の

段差解消についてであります。これは、今回選挙戦がありまして、町長はタウンミーティング

で様々な意見を聞いていると思いますけれども、私も町民の皆さんのいろいろな声を聞く中で



 

舗装道路の問題、私たちが何げなく走っている舗装道路の問題。確かにパッチングされた道路

を走っていて、これはしようがないなと思って私たちは走っているのですけれども、ただデイ

サービスの利用者からの声として、送迎車が町道を通行する際、飛び出たマンホールだとか、

極端に下がったマンホールだとか、過去に舗装補修を行った部分で段差が生じ、これはパッチ

ングや何かの話だと思います。車両が大きく揺れる原因となっています。これは、各施設のほ

うから運転手にも周知して、相当気をつけて走行している。しかし、これにも限界があるとい

う話を聞いております。車両の揺れで利用者の体調が悪くなるという話も聞いております。体

調が優れないことにまで発展するのは異常と考えるしかありません。これは、特に車椅子でデ

イサービスなんかに通う方、この方々の振動ってすごいそうです。私も一回乗せてもらいたい

なと思って、時間のあるときにと思ったのですけれども、利用者の方の声を聞くと相当体に振

動が来るということを聞いております。 

 また、町道整備計画等に基づいてしっかりと整備を進めるべきではないかと感じております。

補修要望の道路は、部分的なものではなくて町内には数多く存在して、全ての路線で補修を行

うのは難しいと理解してはおりますが、枝道までの補修はできなくても、せめて幹線道路と、

それから介護施設を結ぶ動線、そうしたところだけでも優先的に整備するべきと考えますが、

答弁をお願いいたします。 

〇議長（小西秀延君） 瀬賀建設課長。 

〇建設課長（瀬賀重史君） ただいまのご質問になりますけれども、議員のご指摘のとおり、

幹線道路、こちらについてはかなり路面の段差のほうは発生している状況はパトロール等にお

いても確認しております。現在の町道舗装補修計画、こちらは令和元年から10年間、令和10年

度まで10年間で15路線計画しておりまして、計画の中では約8,582メートル、これの整備計画を

持ってございますけれども、今年度の終了時点で2,434メートルということで、進捗的には

28.3％程度にとどまっております。今後そういった段差の解消に向けては、適切な改善として

オーバーレイ補修、こういった部分は進めていかなければならないかなと建設課としては捉え

ているところであります。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） それでは、課長に１点お聞きしたいのですけれども、町道舗装の整備

計画、この事業進捗が遅れている課題として捉えていることがあれば教えていただきたい。 

 また、28％しか進んでいないというのは確かにいろいろな課題があるのだろうなと思います

けれども、今は令和５年ですから、一応令和10年までの間の計画としてはまだまだスピード感

を持ってやるべきではないのかなと思いますが。 

〇議長（小西秀延君） 瀬賀建設課長。 

〇建設課長（瀬賀重史君） 町道舗装の補修計画の進捗状況、課題等についてでございますけ

れども、まず各地の舗装の劣化の状況、これはかなり著しく進行している状況でございまして、

年々要望箇所についても増えている状況にあります。また、近年、物価、資材の高騰ですとか

人件費の高騰によりまして工事費のほうもかなり増加している状況にございます。計画を策定



 

したのが令和元年になりますけれども、令和元年のときの単価が平米当たり5,500円程度、今年

度の実績としましては平米当たり7,000円程度となってございまして、計画当初から見ますと

1.3倍、こういった部分で単価が増額となっておりますので、それが進捗に対しての一番大きな

影響ではないかなと捉えております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。まず、私は思うのですけれども、これからの高齢化

社会に向けてどこに財源を重点的に投資していかなければいけないのかというところを私だけ

ではなくて行政も一緒になって考えていかなければならない。高齢者に優しいまちづくりって

どんなまちづくりなのかなと、私も言葉では言うのですけれども、よく分からない。でも、一

日でも長くこの白老町に住み続けていただくために、例えば身体に及ぼすようなデイサービス

に通いながら体を壊すのではどうしようもありませんから、そういったことにしっかりと目を

向けていただきたい。 

 また、財源の在り方なのですけれども、今1.3倍に物が上がったり、例えば平米当たりの単価

が上がっているという話が担当課長からありましたけれども、ふるさと納税や基金の活用なん

かもしっかり視野に入れながら、やれることはやると。来年70周年ですよね、町制70周年の大

きな節目を迎えるときに一つの事業として取り組む、私はいいチャンスではないのかなと思う

のです。まだまだやらなければいけないことがたくさんあるというのは私も承知しております。

承知はしておりますが、こういった障がいを持った方々、またデイサービスに通う動線、舗装

道路の修繕については、国道36号線も今徐々に舗装がされている。ああいうところを走ると、

これが普通の道路だよなと思うのですね、どうしても。でも、町道はそこだけではないという

のも十分理解しています。ただし、そういった道路で大変苦慮されている高齢者の方々もいら

っしゃるということをまず頭に置いていただき、ふるさと納税や基金の活用によって事業拡大、

それから計画実現に向けた取組をしっかりと進めていくべきではないのかなと考えますが、町

長の考え方をお伺いいたします。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 町道のご質問でございます。氏家議員のほうから、道路の段差によっ

て体調が悪くなっているケースもあるというような、まさしく生の声をお聞きさせていただき

ました。町としては、これまでも道路の日々のパトロール等々で、そういった損傷がある場合

については応急的な処置とかは実際のところやっているところなのですけれども、お話を聞い

た観点からいくとある程度大規模に補修しなければならない現状としてあるのかなと捉えてい

るところでございます。担当課長からご説明したように、町としては計画に基づいて道路整備

を行っておりますけれども、ただ現実の問題としては次々次々道路が傷んでいるということで、

本当にしっかりと町民の方の要望に応えられているかというと、そこは応えられていますとい

う断言はできないところでありますので、今お話を聞いて、いろいろとふるさと納税や基金の

活用というようなご提言もいただきましたので、その辺も含めて住み続けられるまちというご

意見も頂戴いたしましたので、その辺はしっかりと考えてまいりたいと思います。 



 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。私も決して無理なことを言うつもりはないのです。

ただ、例えば４年間の中でどこまで自分たちが行政に対して物を言って、どこまでできるのか

なということなのです。町民の声をこれからも私たちも届けていきますが、担当課の努力だけ

ではこれは決して進むものではないということは十分承知です。こうした対応が難しいことは

十分承知はしているのですけれども、まちの姿勢を、例えば整備計画、４年後ではない、５年

後ですね、計画が10年までですね。この５年間の中でしっかりとした予算措置も含めた事業化

についての理事者の考え方を最後にお聞きしたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） ただいまのご質問であります。恐らくですけれども、担当課としては

いろいろと要望がありますので、直したいのだ、整備したいのだという声だと思います。ただ、

これを全体的に考えたときに、氏家議員のほうから高齢化率の高い白老町にとってはどこに財

源をということを考えるべきだというお話もいただきました。そこは、私もしっかりと受け止

めているつもりであります。ですから、そういった部分で無理なことは言わないとおっしゃっ

ていただいたのですけれども、計画に基づいた部分、そして町民の皆さんの生の声、これはし

っかりと捉えた中で事業展開を進めていきたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。次に進みます。３項目めの各公民館及び児童館の備

品の更新状況についてであります。今日ここでお話しするのは、虎杖浜公民館と萩野児童館に

ついての話です。萩野児童館については、卓球の愛好者の方々が毎週２日間、８名のグループ

で卓球、軽スポーツを楽しんでいらっしゃるのです。そして、健康増進に自分たちに合ってい

るのだということでやられている。４台の卓球台があったのですけれども、そのうちの２台が

以前から足元がぐらついて使えないような状況、そういった状況でありました。これも担当課

のほうにお話をして対応していただくということで、その辺が今どこまでいっているのかの話

をまずお聞きしたいのと、今後のこれからの更新の在り方についてお聞きをしたい。これが１

点です。 

 もう一点は、虎杖浜公民館の部分なのですけれども、あそこは文化祭活動や地域の活動拠点

として数多くの方々に使われている場所なのです。災害の拠点にもなっています。そうしたと

ころで、前回10月でしたか、選挙の前ですから10月ですね、文化祭がありました。その文化祭

を見に行ったときにパイプ椅子に目がいったのです。パイプ椅子に目がいったときに、近くに

いた方々からこのパイプ椅子は何とかならないのかという話を聞きまして、よくよく見たらパ

イプの鉄部分がさびてささくれ立っているのです。ああいう状況の中で、高齢者の方々って、

文化祭だとか、そういった活動されるときにはきちんと着飾って、着飾るという言い方はあれ

なのかな、おしゃれをして行くのです。あれはちょっとひどいなと思いながら、これは定期的

に更新をしていく。行政の方が見ていないというのではないのです。行政の方が見ていながら



 

も、計画的に更新をしていく、そういったことが必要ではないのかと。 

 まず、この２点についてお伺いしたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 齋藤子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（齋藤大輔君） まず、萩野児童館の関係でございます。こちらのサークル

の部分につきましては、卓球台と、施設使用料のお問合せが我々のほうにありました。それと、

町長のタウンミーティングの中においても同様の要望が出されております。経緯と結果につき

ましてでありますけれども、卓球台につきましては関係機関、特に生涯学習課や学校教育課な

どにご相談をして、何かいい卓球台がないかといったことで何回かこれはやり取りをさせてい

ただいております。最終的には、総合体育館にあった程度のいいもののうち２台を譲り受けて、

11月に入替えをしたところとなっております。 

 それと、施設使用料につきましては、サークルの方が本町の施設の減免のシステムを理解さ

れていなかったものですから、こちらのほうにつきましてはご説明をし、そして理解をいただ

きまして、11月に減免団体として登録されたところとなっております。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） ２点目の虎杖浜公民館のパイプ椅子の現状についてのご質問

でございました。虎杖浜公民館に設置をしておりますパイプ椅子、約200脚程度保有しておりま

したが、日々の日常点検、管理人と、そして教育委員会からも巡回的な点検等を行いながら管

理をさせていただいておりましたが、設置から相当年数が経過しているという中で、パイプ椅

子のパイプ部分の赤さびがひどい状況になっている現状も確認をしてございました。そういう

中では、実際集まった方々がそういうところに座るということをためらうような、そのような

場面になってしまったというところは大変申し訳なく思ってございます。こちらのパイプ椅子

につきましては、程度を見ながら、ほかの地区公民館、コミュニティセンターを含めて、まだ

そんなに腐食に至っていないような、そういったパイプ椅子を移設するだとか、そういったよ

うな対処をさせていただきたいなと思っているところでございます。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。分かりました。虎杖浜公民館、また萩野児童館につ

いては、それ以外の公民館、児童館も含めて定期的にそういった備品について、建物はどうし

ても老朽化は進んでいきますけれども、中で使われている備品関係の更新だけはしっかりと計

画的に見守っていっていただければなと思いますので、よろしくお願いいたします。それでは、

ここで備品の更新状況についての質問は終わります。 

 次に入ります。２、地域の課題に対する町の活性化対策について。 

 （１）、地域公共交通における移動困難者対策について、現状と課題を伺います。 

 （２）、町長タウンミーティングにおける町民の声と今後の課題について伺います。 

 （３）、パークゴルフ場などの町内の民間施設と連携した健康増進・生涯学習の取組支援に  

ついて考えを伺います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 



 

          〔町長 大塩英男君登壇〕 

〇町長（大塩英男君） 「地域の課題に対する町の活性化対策」についてのご質問であります。 

 １項目めの「地域公共交通における移動困難者対策について、現状と課題」についてであり

ます。 

 本町では、平成６年度に福祉バスとして「元気号」の運行を開始し、14年度には地域循環バ

ス化、さらに29年度にデマンドバス「カムイ号」、令和２年度に交流促進バス「ぐるぽん」の導

入など、公共交通の充実に努めてきたところであります。 

 一方で、自家用有償運送事業は、原則として交通空白地帯に限定され、民間事業者を含めた

協議会の合意に基づいて運行していることから、現下の多様なニーズのすべてには対応できな

い状況にあることが課題と考えております。 

 ２項目めの「町長タウンミーティングにおける町民の声と今後の課題」についてであります。 

 10月13日から15日の３日間、萩野公民館、いきいき４・６、虎杖浜生活館の３つの会場にお

いて、延べ65人の町民の方々にご参加をいただき、タウンミーティングを開催したところであ

ります。 

 当日は、まちづくり町民意識調査の結果から見えた「現在のまちづくりにおける主な課題」

を紹介し、その課題をテーマに参加者の方々によるグループワークで改善手法の検討・発表を

いただきました。 

 また、参加者の方々が持つまちづくりへのご意見をお聞きする時間を設け、課題と意見の共

有に取り組んだものであります。 

 参加者の方々からは、公園の整備や防災対策、地域公共交通の運行、町立病院の現状や新た

な病院の建設など、それぞれが関心を寄せる事柄について、多様なご意見を直接伺うことがで

きたところであります。 

 一方では、参加者の方から「町長と話す時間を増やしてほしい」等のご意見も寄せられたこ

とから、次年度以降の開催に向け、実施手法の検討を重ねてまいりたいと考えております。 

 ３項目めの「町内の民間施設と連携した健康増進・生涯学習の取組支援の考え」についてで

あります。 

 本町では、これまで官民連携の取組として、初心者向けのパークゴルフ体験講座を開催し、

参加者の健康意識醸成に努めるとともに、軽スポーツの魅力向上と民間施設の有効活用を図っ

てまいりました。 

 白老町総合計画に定める『誰もが気軽にスポーツに参加し、元気で健やかに暮らせるまち』

を目指していくためには、公設・民設を問わず、運動・スポーツ施設の積極的な利活用が必要

であると捉えております。 

 今後、さらに官民連携による事業展開を通して、多くの町民の皆さんがスポーツの魅力を感

じたり健康を増進したりする取組を進めてまいります。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。それでは、地域公共交通における移動困難者対策に



 

ついて現状と課題を改めて質問させていただきたいと思います。 

 本日、同僚議員からも地域公共交通についての質問が寄せられまして、ある程度私も理解し

たつもりでおります。ただし、高齢化社会によって様々な社会問題が懸念されている2025年問

題というのがあります。内閣府が公表している令和４年版高齢社会白書によれば、2025年には

国民の約３人に１人が65歳以上、５人に１人が75歳以上となる計算になっているそうです。こ

れを見ますと、国民という言い方ですから国全体のことを考えて出している計算式だと思うの

ですけれども、うちの白老町は2022年の高齢者人口、65歳以上の高齢者人口というのは7,294名

と、住民記録の人口集計表、こちらから拾うとそういった数字になっている。そして、そのう

ちの46.8％が65歳以上75歳未満、そして75歳以上の方というのが数にして4,150名いらっしゃ

る。人口の全体の27％ぐらいを占める割合になります。75歳以上です。そうなると、国が計算

している国民の約３人に１人が65歳以上ではなくて、うちのまちの数字でいくと65歳以上とい

うことになると46.8％ぐらになりますから、これは２人に１人ぐらいの数字になるのです。そ

して、75歳以上の方が4,150名、先ほど言いました27％ぐらいいらっしゃるということは、国は

５人に１人が75歳以上となる計算をしているけれども、白老町の場合はもう既に４人に１人ぐ

らいの計算になって、実際まちは動いているということになります。 

 こうしたことを考えたときに、地域公共交通における移動困難者対策についてこの現状と課

題にいま一度向き合っていかなければ、これからの地域公共交通というのはなかなかうまく稼

働していかないのではないのか。ほかのまちといいますか、国の試算よりもずっと先をもうい

っているわけですよ、白老町の場合は。ですから、そういうことも考えると、町長は先ほどか

ら公共交通の町民に対してのＰＲ活動が不足しているのではないかとか、それから町民に寄り

添ってそうした声を聞くというのはいいのだけれども、要は聞く手法、それからテーマを決め

て聞いていかないと、今の高齢者の方々ってたくさん答えてくださいと言っても、町内会のい

ろいろな問題や何かを提出する、ありますよね、町内会から上げていく、それに対してもなか

なか答えが出てきません。こちらから逆にこういうことなのだよと言うと、やっとそれに対し

て反応してくるというぐらいの感じなのです。ですから、タウンミーティングに出てこられる

方々はまだいい方々で、なかなか家から出ようとしない、なかなか出られないような状況の方々

が先ほどの数字にも表れているのではないかなと私は思うのです。ですから、そういった方々

の話をしっかり聞く機会を設ける。聞き取る、そういった機会をしっかり設けていくべきだと

思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（小西秀延君） 増田企画財政課長。 

〇企画財政課長（増田宏仁君） タウンミーティングの手法の関係でお答えさせていただきま

す。 

 議員おっしゃるとおり、今回参加された方は65名ということで、３会場で65名ですので、そ

れほど多いというほどの人数ではないかなという捉えはしております。そういう場に出てきて

意見をおっしゃられる方というのは結構限られているのかなという捉えもありまして、今年度

につきましてはまず最初の年度ということで３会場に分けてという手法でやらせていただいて

いますけれども、今後は議員おっしゃるようにテーマを決めてですとか、会場を設定してでは



 

なく、団体ですとかの集まりのほうに直接お伺いをしてお話をさせてもらうですとか、ちょっ

と違う展開でいくのも一つの在り方かなと考えておりますので、決して今年やったやり方で今

後もずっといくということではなくて、そこはやり方を柔軟に変えていきながら、しっかりと

町民の皆さんの声を拾えるようなタウンミーティングは続けていきたいと思っております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。タウンミーティングの手法については、二元代表制

の中で町長は町長なりの立場の中でいろいろな会場の中でお話を聞き取ってくる、地域の課題

を吸い上げてくると、私たちも同じく町民の人たちの声をしっかり聞きながら行政に届けてい

くと、立場は違っても同じ感覚の中で町民と接している一人でありますので、それだけは勘違

いしていただきたくないなと思うのです。 

 私が言っている手法については、地域格差があって、高齢者の方々がすごく多い地域と、そ

れからそこには障がい者の方がいたり、いろんな方がいらっしゃる。そういった地域格差の中

でどの地域にどういったバスの運行が必要なのかということをしっかりと調査、そして聞き取

り、そういったことが必要なのではないのかと考えています。そのためには、行政部局が動く

のではなくて、例えば町内会長にその地域の実情、どういった方々がそこにいて、どういった

バスを必要としているのかということを聞くのも一つの手でしょう。また、そこの地域にいら

っしゃる民生委員の方々、そういった方々の意見を聞くことも必要なのかもしれない。 

 そして、もう一つは、地域の有償運送をやられている方々がいらっしゃいますよね、その方々

は必要だと思ってお客さんを運んでいらっしゃるのだけれども、そういった方々の声から例え

ばいろいろな情報が得られる場合もありますので、そういった方々のいろいろな力を、これは

無償でというわけにはいかないと思うのです。町内会に例えばこういったことに協力してほし

いという一つの支援方法もあると思うし、またそういった協力をしていただく何らかの手だて

を使うということが私は必要なのではないかなと思うのですけれども、そこについての考え方

を伺いしたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 増田企画財政課長。 

〇企画財政課長（増田宏仁君） 議員のほうからご意見をいただきましたけれども、全てが全

て町で何でもかんでもやるということには我々もならないとは思っております。お話がありま

した福祉有償運送事業者の方々ですとか町内会長、様々な立場でいろんな意見をお聞きしてい

る立場かなと思っております。そういった方のご協力もいただきながらということになります

けれども、そもそも町の担当部局のほうも日々現場でいろいろな町民の方と接していろんな意

見を聞いている立場かなと思っておりますので、そういった町民から現場で聞いてくる生の声

をしっかりと拾い上げて、組織の中で政策形成に生かしていくということも、もちろんいろい

ろ協力していただく方には協力していただきますけれども、町としてもしっかりそういったと

ころで政策形成をしていく必要があるのではないかなと捉えております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 



 

〇３番（氏家裕治君） 氏家です。多分まちも今までの元気号だとか、様々なデマンド交通を

ここまで持ってきた流れというのは、様々な地域の方々の声を聞いて今こうしたつくりになっ

ていると思うのですけれども、私も数多くいろいろな地域を回って話を聞くと、なかなかそれ

が実情に合ったものにはなっていないような、そういった話をよく聞くのです。これは、行政

との隔たりがあるのかもしれない。ただ、そういった声を多く聞くということなのです。です

から、そういったことをしっかりといま一度町民の声を聞くときに来ているような気がしてな

らないのです。 

 先ほど2025年問題についての話をしましたが、2022年度の白老町における75歳以上の人口は

先ほど話ししましたけれども、この近年の免許返納者の推移というのは今どうなっているでし

ょうか。 

〇議長（小西秀延君） 高尾総務課長。 

〇総務課長（高尾利弘君） 免許返納者の推移ということですけれども、こちらは苫小牧警察

署のほうで押さえている数字でございまして、まず白老町の返納者の数でございます。一応５

年間押さえてございます。令和元年度が58名、令和２年度が44名、令和３年度が12名、令和４

年度が39名、令和５年度は11月末現在で43名となってございます。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。年々返納者もある程度30人、40人と、大体そういっ

た推移で上がってきています。これが今まで車を運転していた方々が車を手放すことによって、

これからの公共交通をどう使っていけばいいのかとか、まちに対する運用形態の在り方、何か

に対しての要望や何かもこれから上がってくるのではないかなと思うのです。ですから、2025年

問題、白老町の場合は2025年問題と言わずに、そこまでの間にある程度の基礎データをしっか

り収集すると、いま一度収集すると、どういった運用形態がいいのか。私も分かるのです。路

線が変わるでしょう、バス運行ルートが変わりましたみたいなのが来るでしょう。来て１年も

しないうちに。変わってしまうと、高齢者の人たちってなかなかそれを理解しづらいのです。

なかなか理解できなくなってくる。ですから、しっかりそういったことも頭に入れながら、今

の状態を２年なら２年継続するなら継続する。でも、その中でしっかりと基礎データをいま一

度取り直し、そしてこれからまた新たな地域公共交通の在り方をしっかりと考えていくような、

そういった機会を設けるべきではないのかなと考えますが、いかがでしょう。 

〇議長（小西秀延君） 冨川政策推進課長。 

〇政策推進課長（冨川英孝君） 議員のほうから今いろいろな意見の聞き方ということで、企

画財政課長あるいは総務課長からの答弁となりましたけれども、我々のほうといたしましては

地域公共交通網形成計画というのが現在ございまして、令和５年度までということになってお

りますが、これにつきましてはもう一年計画期間の延長を図って、令和７年度に新たな公共交

通のマスタープランを策定するという考えになってございます。先ほど広地議員からも平成

26年にそういったものが努力義務化されたというようなお話もありましたけれども、そういっ

た改定については令和７年度に向けて行ってまいりたいと考えてございます。 



 

 そういった中では、現下の高齢化の進展に当たって、どのようなルートがいいのか、どうい

う運行形態がいいのか、あるいはそういった移動をかなえるために福祉施策としての連携はど

うしたらいいのかとか、町内の交通機関全てを網羅できる中で検討しながら、計画の策定ある

いは実装化に努めてまいりたいと思っております。先ほど議員からもありましたけれども、今

回の町民意識調査の自由意見の中にも元気号やデマンドバスのルート等がちょくちょく変わ

り、覚えたのに変わるので、利用しづらく感じたことがあったと、そういうような声もやっぱ

りあります。そういった中では、一定程度定着を図っていくということも必要でありますが、

他方では利用の満足度だとか、そういったものの意見もありますので、その辺のことを総合的

に勘案しながらルート設定、運行に努めてまいりたいと考えてございます。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） それでは、次に移りたいと思います。町長のタウンミーティングにお

ける町民の声と、それから今後の課題についてお伺いいたします。 

 町長は、このタウンミーティングの中で、答弁にもありましたとおり様々な意見を多分町民

からいただいたと思います。まずは、町立病院の問題、それから、ちょっと私もうろ覚えなの

ですけれども、北海道遺産に登録された仙台藩の陣屋跡、その陣屋跡のところの整備や何かの

ことについても何か町民からお伺いしていたのでしょうか。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 今回のタウンミーティングは、テーマ別といいますか、町民意識調査

から見える課題ということで、グループ分けして町民の皆さんにいろいろとご議論いただいた

のですけれども、その中で一番多かったのがまちのにぎわいをどうしたらもう一度活性化でき

るかというようなお話がありました。いろいろとご意見を頂戴したところだったのですけれど

も、その中で陣屋資料館の話というのは特に具体的に上がっていたわけではないかなと捉えて

おります。 

 町立病院のタウンミーティングにおけるご意見ということで、町立病院については数多くの

意見を頂戴いたしました。意見を頂戴する前に、私からまずこれまでの新しい病院を改築する

までの経緯ですとか、あといろいろと皆さんに大変ご心配をいただいた不適切な事務処理の関

係ですとか、そして今後町立病院をどのように改革していくかというような中身も含めてお話

をさせていただきました。具体的にグループワークの中でお話はなかったのですけれども、町

長に伝えたいことという自由意見の中で数多く町民の皆さんから、町立病院はもっともっと寄

り添った改革をしてほしいというようなお話は頂戴したところでございます。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。私も町民の方々からいろいろな意見をお聞きします。

２年後に完成が間近に迫っています町立病院ですから、私も遠慮なく言わせていただきたいの

ですけれども、これは行政と議会が一緒になって新しい病院づくりをしていこうということで

決めて取り組んだ病院づくりですから、やっぱり言えることはしっかり言っていくべきだなと



 

思うのです。今回新しい先生が２人来られたということで、その先生方に私も期待したいなと

思うのですけれども、町民の方から聞こえてくるのは、病院スタッフの接遇といいますか、看

護師を含め、先生たちの接遇、対応の仕方です。この対応の仕方による様々な意見をお伺いし

ます。もう行きたくないだとか、これからは苫小牧市の病院に行くことにしただとか、そうい

った意見を聞くのです。ただ、これは当たり前のことではなくて、患者と向き合う医師として、

また病院経営と、それから患者への接遇というのはきちんと切り離して考えないといけないの

ではないかなと思うのです。そういったことを今回入られてくる２名の先生、その先生方が今

の白老町立病院の現状をしっかりと理解した上で今後の改革に前向きに取り組んでいっていた

だける先生たちなのかどうか、そこの話をお伺いしたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 新たな２名のお医者さんに関するご質問でございます。この２名のお

医者さん、私がこの立場になってから採用というか、町立病院に来て今医療行為をやっていた

だいているというような状況の中で、この病院を改革していくという話はこのお二人にはしっ

かりと私の口からお話をさせていただいております。今町が置かれている状況、町立病院が置

かれている状況がどういう状況にあるかというようなこともお話をさせていただいております

し、数多くの町民の皆さんからもっともっと町立病院は寄り添ってくれというようなご意見が

あるというような話を、来た早々というか、いらっしゃった早々こんなことを言うのはなんな

のですけれどもと、正直な話を隠さず２名のお医者さんにはしっかりとお伝えしているという

状況でございます。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。それを聞いて安心しました。新しく来た先生たちに

うちのまちの今の病院の現状というのをしっかり分かってもらった上で、町長を含め、うちの

まちの病院に対する思い、そういったものをしっかり理解していただいた上で来ていただける

先生であれば私はぜひ期待をしていきたいですし、そういった面では患者たちに、これから利

用されるそういった方々にもしっかりとまたアピールをしていかなければいけないなと、そう

考えます。今後この病院の経営と利用者の接遇についての取組、またこういった方針について

はしっかり分けていかなければいけない。例えば院長が来年ですか、退職になられるのは、院

長がしっかりと経営に携わっていけるような、そういう環境をつくっていかなければいけない

でしょうし、そういったことも含めての考え方を改めて最後に聞いておきたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 常日頃から私は病院の改革というようなお話をさせていただいており

まして、氏家議員のほうからお医者さんのお話があったのですけれども、お医者さんを含めて、

看護スタッフにもいろいろと理解をいただかなければならないことというのがあるなと捉えて

おります。それは、町立病院の改革委員会を立ち上げて、医療スタッフにも委員会に入っても

らう。そして、要するに何かというと、町職員、病院の看護スタッフも町の職員なのです。で

すから、町の職員としての自覚というのをもうちょっとしっかりと植え付けなければならない



 

とか、町民の皆さんのために自分たちは働いているのだというような意識をしっかりと持って

もらわなければならないなと思っておりますので、この辺は具体的に例えば研修であったりで

すとか、そういったこれまでちょっとできていなかったことも含めていろいろとやっていきた

いなと考えているところでございます。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。病院についてはこれで終わりたいと思います。 

 先ほど言いました北海道遺産に登録された仙台藩の白老元陣屋、史跡、白老仙台藩の陣屋跡

の南側の入り口広場の魅力化と環境整備、観光交流人口を増やすための整備についての進め方

についてお伺いしたいと思うのですけれども、よろしいでしょうか。ちょっと関係ない話のよ

うに思えるかもしれませんけれども、タウンミーティングの中でたしかそういった話も出てい

たような話を聞いたものですから、聞かせていただきたいなと思いますけれども。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） それでは、陣屋の整備のお話というか、タウンミーティング

の中でのお話ということで、実際私もタウンミーティングのほうに参加をさせていただいてい

た会場の中でグループワークをされていた参加者の中からは、まちのにぎわいという観点の中

で参加者の個人の意見として、こういった陣屋資料館も北海道遺産になって、魅力があるよね

というようなお話があったということは私もその場で聞かせていただいておりました。所管す

る担当課としてその考え方をお答えさせていただきますと、陣屋資料館の駐車場のところにあ

るトイレの整備というような考え方につきまして、今陣屋の整備基本計画というところの策定

を進めている段階になっておりまして、その内容としましては史跡全体のこれからの整備の在

り方を考えていくという、そこにどういう考えの下に整備していくかということの基本になる

ものになっておりますので、その周辺の施設、ガイダンス機能である資料館を含めてその辺の

周辺整備の考え方なんかも、そういう計画の中でこれから年次的に計画に基づいた中で整備を

進めていければいいなと担当課としては考えているところでございます。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） 分かりました。いずれにしても、南側のパーキング、そしてトイレの

整備、そういったものをしっかりやっていくことによってこれからの観光交流人口を増やし、

またにぎわいの創出にも一役買う場所になっていくと思いますので、ぜひしっかり取り組んで

いっていただければなと思います。 

 次の最後になります。パークゴルフ場など町内の民間施設と連携した健康増進、生涯学習の

取組支援についての考え方についてお伺いいたします。まず、町内パークゴルフの利用者は、

町民はもとより町外からも多く訪れておりまして、各種大会に参加するため多くの人が訪れる

ことで経済循環にもつながっている。民間のパークゴルフ場の実態をまちはどのように捉えて

いるかお伺いいたします。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 



 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） このパークゴルフ場に対する見解ということでございますが、

こちらも先ほど広地議員からも同じような質問をいただいたところでございまして、町内には

民間のパークゴルフ場が複数存在をしておりまして、そういう中では町民の利用よりもさらに

多い町外からの利用者がパークゴルフを楽しんでおられるというようなことを捉えておりまし

て、関係人口だとか経済人口にも一翼を担っているような施設、ひいては軽スポーツの振興の

一端を担っていただいている施設であると思っております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。町内には４か所のパークゴルフ場があるのです。民

間で経営しているパークゴルフ場、そのうちの２か所、白老パークゴルフ場と虎杖浜のパーク

ゴルフ場のデータをちょっと見せていただいたのですが、１年間、１つの施設で。大体１万人

近い方が利用されているのです。２つの施設で約２万人ぐらいの方が利用されていると、その

うち町内の利用者が40％ぐらいです。そう考えると、世代を超えた交流にもつながっているし、

地域外から来られる交流人口にもつながっている。また、大会なんかが行われるとそこで出る

景品や何かは白老町の物産品や何かが提供されていると、またそれを目当てに大会に参加する

方もいらっしゃる。それは、競技者の方々です。私たち一般の町民は、体を動かして、例えば

３人、４人のグループの中で和気あいあいとスポーツを楽しむ、一つの軽スポーツです。 

 白老町には多くの軽スポーツがありますが、今回はパークゴルフ場の関わりについて質問さ

せていただきたいと思いますが、町内の民間パークゴルフ場は町内の若者から高齢者まで世代

を超えたにぎわいを見せております。また、自身の体験からも、私は糖尿病なのです。糖尿病

で、３年ぐらい前に病院に行きなさいと言われて行ったのです。そうしたら、やっぱり糖尿病

だよと言われて、コレステロールから全てが基準値以上なのです。そうした中で、氏家さん、

何か運動でもしたらいいのでないと言われても、なかなか運動できないと言っていたのですけ

れども、あることをきっかけにパークゴルフ場に行くことになりました。パークゴルフを始め

てから、面白いように、限られた時間ですから、これから行って30分やろうとか、これから45分

やろうだとか、90分やろうだとかと、本当に自分の好きな時間の中でやれたのですけれども、

そういったことを週に１回、２回続けながらやっていると、まずはコレステロール関係が全部

下がりました。そして、糖尿病を経験している人たちは分かるが、ヘモグロビンＡ１ｃという

数字があるのです。血糖値は下がっても、その数字ってなかなか下がらないのです。その数字

というのが私が病院に行ったときには7.6という数字だったのです。知っている方は知っている

と思います。それがそういったスポーツを楽しんでいく中で、２か月ごとの検診なのですけれ

ども、6.7まで下がりました。そして、冬場、これからです。これからまた上がるのですよ、動

けなくなるものですから。でも、7.6とか、そこまではいかないのね、食事や何かも気をつけな

がら楽しんでいるものですから。それでも、春先になると６月ぐらいの検診のときにはまた下

りてくるのです。 

 ですから、そういった数値に本当に表れてくるのが軽スポーツなのだなと思うのです。その

中のたまたまパークゴルフを楽しんで、自分の体で実証実験というか、試しながらやってきた



 

のですけれども、そういったことを考えると、自身の体験からも健康増進だとか、生涯学習だ

とか、交流人口、いろいろな方が来られているのを見たり聞いたりしていますと、交流人口に

も寄与するスポーツで、先ほども言いましたよね、町長もいろいろな部分で答弁されていまし

たけれども、課を超えた連携、取組でにぎわいを創出する、そういった支援のあるべき姿とい

うか、そういった支援をしっかりやっていくべきではないのかと。これは、パークゴルフに限

ったことではなくて、軽スポーツをしっかりと習慣づけされているような団体、そういった方々

の協力も得ながらしっかりと取り組んでいくべき、支援をしていくべきではないのかなと思う

のですが、その部分についての答えをいただきたいと思います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） パークゴルフを主に軽スポーツのお話がございました。氏家議員の実

体験を踏まえた中でのお話をいただいたところなのですけれども、パークゴルフということで

お話をさせていただきますと、気軽にスポーツを楽しめる。あとは、世代間の交流というよう

なことで、パークゴルフが競技人口も増えてきているというのはそういうことなのかなと捉え

ております。パークゴルフに限らず、今軽スポーツというようなお話をいただいたのですけれ

ども、そういった体を動かすことによる健康増進はもちろん、さらには介護予防というか、体

を動かすことにより介護予防にも効果があるというお話もよく聞きますので、これまでも町と

しては健康福祉課と生涯学習課で連携をした中でパークゴルフの講座をやったりですとか、軽

スポーツを皆さんに気軽に楽しんでいただけるような土壌づくりというのを行政のほうでやら

せていただいておりますので、その辺も含めて今後もこの事業展開を進めてまいりたいと考え

ております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。初心者向けのパークゴルフ体験講座の目的と実施状

況、参加者の声は、また参加者の定着化はどうなっているでしょうか。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） 生涯学習課が所管をしましたパークゴルフ初心者向けの体験

講座というものを令和４年度、そして５年度にかけましてこれまで２回開催をさせていただき

ました。そのパークゴルフ体験講座の目的は、町内にあるパークゴルフ場を有効活用を図って

いただきながら、パークゴルフをすることで、プレーする場合には歩く、そして歩くことの効

果が非常にあるということで我々も認識しておりまして、そういった施設の有効活用を図りな

がらパークゴルフの定着化を図っていただこうというような目的でパークゴルフ体験講座の開

催をさせていただきました。こちらの開催につきましては、先ほど町長からの答弁がありまし

たとおり、保健福祉部門、そして民間の団体、そして飲食店と連携を組みまして、パークゴル

フの楽しさを知ってもらうことと、併せて食習慣の見詰め直しをしていただく健康講話を健康

福祉課の皆さんのご協力をいただきながらさせていただき、町内の食材を使ったヘルシー弁当

を参加者に、食とスポーツというところの見詰め直しの時間を皆さんにご提供させていただい

たところでございます。 



 

 それで、参加者のアンケートを取らせていただきましたが、２回とも回答いただいた皆様が

全てまたこれからもパークゴルフをやってみたいという意見が100％の内容となってございま

した。ただ、２回やっておりましたが、その後の参加者がどのようにパークゴルフ定着につな

がったかというところの事後的なモニター調査までには至っていない状況になってございま

す。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。分かりました。ぜひ健康福祉課や生涯学習課とコラ

ボしてこういった取組を行ったときに、参加者の方々に例えば健康データ、そういったものを

しっかり取っていきながら取り組む、もし数字的に表れなければ、こうしたほうがいいのでは

ないかというような、進め方もしっかりと進めていけるような相談体制もそこでつくりながら

楽しみと健康増進に向けていければいいかなと思うのですけれども、それについての考え方を

お聞きします。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） 今回２回の開催を通して事後的な後追いの調査までは至って

いないというところは担当課としても反省をしておりまして、何とか次につなげていけないか

ということで、実は健康福祉課と高齢者介護課も含めてこれからさらにそういったスポーツの

習慣化が図れるような取組ができないかというところは今それぞれの課と共にワーキング的に

意見交換をしている状況になっておりますので、何とかそういう意見交換をする中で具体的な

ものをつくり上げていけたらいいなと思っております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。パークゴルフは若者から高齢者まで世代を超えたに

ぎわいの創出、健康増進、生涯学習の重要性を考えたときに、パークゴルフのクラブ活動が盛

んに行われている高齢者大学、これも先ほど同僚議員からあった話だと思いますけれども、存

在も大変重要になってきていると、そう考えます。また、これまで同僚議員からも質問があっ

たとおり、令和６年度に50周年の区切りを現校舎で迎え、それから移転準備をするとのことで

したが、現校舎の現状は、先ほども課長からもお話があったとおり屋根の軒天をネットで保護

してあったり、そういった現状が見られます。人間の体で例えたら、もう末期状態です。高齢

者が安心して活動する、そういった拠点、交流と健康増進が図られる拠点への一日も早い移転

をすべきだと、そう考えます。そして、せっかく移転するのであれば、単に校舎を移転するだ

けでなく、世代間交流と健康増進、社会や地域とのつながりが図られるような複合機能、相乗

効果が必要ではないか、そう思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（小西秀延君） 氏家議員、施設的なものも絡んだので、言っている意味で連携してい

くということで複合的なということで捉えてよろしいですか。話がちょっとずれそうなのです

が、一応気をつけながらでお願いいたします。 

〇３番（氏家裕治君） 分かりました。 



 

〇議長（小西秀延君） 安藤教育長。 

〇教育長（安藤尚志君） パークゴルフの連携という視点でお答えさせていただいてよろしい

でしょうか。 

 議員からご意見いただいたように、高齢者大学もパークゴルフをされている人数も大変おり

ますので、そうした方々の人間関係もさらにつなぎとして結んでいけば、さらに町内における

パークゴルフの競技人口というのは増えるのかなと思いますし、またパークゴルフ自体の持っ

ている魅力を教育委員会も様々な関係課と連携を取りながら、より町民の皆さん方にとって親

しみのある身近な競技の一つにしていきたいなと考えております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） 氏家です。高齢者大学については、定期的にパークゴルフを楽しんで

いらっしゃる姿もよく見られますので、そうした生きがいづくりにもつながるものと考えてお

ります。また、運動、スポーツ施設の積極的な利活用を考えた場合、軽スポーツのもたらす健

康増進の効果を町民が実感して習慣化を図っていく必要があります。この習慣化というのが大

事なのです。まちは、サフィルヴァ北海道と包括連携協定を結び、白老町のスポーツ環境では

明るい話題も増えてきていると聞きます。町内関係団体の連携の輪にサフィルヴァ北海道も加

わり、スポーツを通じた健康づくり、生きがいづくりを通してまちの課題を解決していくべき

と考えますが、考え方をお伺いいたします。 

〇議長（小西秀延君） 伊藤生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（伊藤信幸君） 本年８月に白老町とサフィルヴァ北海道によります包括連携

協定が締結をされました。その協定の具体的な中身には、スポーツの普及、振興ということの

みならず、町民の健康づくり、そして生きがいづくりというようなことに関することですとか、

コミュニティの形成だとか、まちづくりという観点での協定内容も盛り込まれておりました。

議員からサフィルヴァ北海道が白老町のほうに関わりを持って、にぎわいが見られているとい

うようなうれしいお話をいただいたところでございます。今月からは、競技の垣根を越えて子

供たちがいろんなスポーツに親しめるマルチスポーツというものの提供をスタートさせていた

だいたり、先日行いました青少年育成町民の会主催の青少年育成大会にもスポーツ縁日を通し

て約350人の親御さんがスポーツを楽しんで帰られたというような、そういった声も聞いており

まして、これからサフィルヴァ北海道と共に町内の関係団体、そしてスポーツ団体、いろんな

施設も含めて連携を組みながら、子供にかかわらず、大人の皆さんにもスポーツで健康習慣が

図られるような取組を進めていければと思っております。 

〇議長（小西秀延君） ３番、氏家裕治議員。 

          〔３番 氏家裕治君登壇〕 

〇３番（氏家裕治君） ３番、氏家です。まさに課を超えた連携、取組がこれからの時代に求

められています。スポーツと健康増進、生きがいづくりを通してまちを活性化するためには、

行政として明確なビジョンの提示を具体的な手だてをスピード感を持って実行すべきと考えま

すが、町長の考え方をお聞きし、私の一般質問を終わらせていただきます。 



 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 地域の課題に対するまちの活性化対策ということで大きいご質問とし

て氏家議員からいただきました。最後の質問ということで、スポーツと健康増進ということで

連携というようなお話がございました。私は、公約の中で役場の創造的改革というようなこと

で打ち出させていただいております。その具体策というのは何かということになりますと、役

場の課の横の連携というのは大事にしていきたいなというか、これからやっていかなければな

らないと思います。１つの課ではなかなか解決できない複層的な行政課題というのが今まさし

く出てきていますし、課題だけではなく、新たな事業に取り組む際、今回の軽スポーツと健康

増進というようなこともそうですし、これからいろいろな部分で複層的にまちづくりをしてい

かなければならないということになりますと、課の横断的な横の連携というのは必ず必要にな

っていきます。課の垣根を越えてということであれば、今年度白老町として力を入れておりま

す少子化対策、子育て支援についても役場の中で課の垣根を越えて職員がどんなことができる

であろうというようなミーティングをやったり、そういうような動きも取れておりますので、

議員のご指摘のとおり、そこはスピード感を持ってしっかりと連携を持って進めていければな

と思っております。 

〇議長（小西秀延君） 以上で３番、氏家裕治議員の一般質問を終了いたします。 

 


